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財団法人 栃木県文化振興事業団は多様化する文化需要に効果的に対応するため、

栃木県と一体となって県民文化の振興に関する事業、文化施設の管理運営に関する事

業、埋蔵文化財の保護及び調査研究に関する事業などを行うことを目的として昭和56

年4月に設立されました。

当初11名でスタートした文化財調査部は、平成3年度に「埋蔵文化財センター」の

設置に伴い宇都宮市から国分寺町に移転するとともに、 2部 6課制、 56名の職員に

よって構成される組織に改編し、施設の拡充・体制の整備に努めてきたところであり

ます。

文化振興事業団設立10周年を迎える本年度は、節目の年として各種の記念事業を実

施したところ、多くの県民の参加を得ることができました。これも関係各位の埋蔵文

化財に対する御理解のたまものと深く感謝申し上げるところであります。

さらに、今般、埋蔵文化財の普及・啓発と職員の研績などを目的として「研究紀

要jを刊行することとじたしました。本事業団では今後とも、こうした事業の充実に

努めるとともに埋蔵文化財保護の推進に適切に対応して行く考えでありますので、関

係各位の一層の御指導と御協力をお願いする次第であります。

最後に、本書の刊行にあたり、種々御協力くださった方々に、深く感謝申し上げま

す。

平成4年3月

財団法人栃木県文化振興事業団

理事長小菅 充
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北・東関東の揺監期・加曽利EI式土器

1 .型式交替の画期

2. i三原田式」の周辺

3. i中峠式」との地域交流

4. i揺藍期」の地域的組成

5.く亜関東圏〉南縁の様相

6.大木圏の『遠交近攻』

おわりに・参考文献

1 .型式交替の画期

海老原郁雄

縄文中期の中葉、北関東に大木8a式土器が伝播した時、既存型式の阿玉台式から新型式の

加曽利EI式へ土器づくりの交替劇が急速に進展した。北関東ではこの外来土器と既存土器と

の暫し共存を経て、新たな加曽利EI式の成立を見るがそれらは地域個性の強い土器群であっ

た。この一連の進展を大木8a式の伝播、土着、地域土器への消化・新立とするプロセスに分

けると、前者を大木8a式の古段階、中・後者を新段階にあてることができる。それは関東編

年では加曽利EI式古にあたるわけだが、地域土器が確立する画期に視点をおいて伝播・土着

を前半段階、消化・新立を後半段階に区分して論を進めることにしたい。

大木8a式の強烈な影響力にいち早く席圏されたのは、大木圏の南縁にあたる福島南部とそ

の一衣帯水の地、栃木・茨城の北部である。これらの地域は関東圏と東北圏の狭間にあって、

その時々に両圏の縄文文化が触れ合い、せめぎ合うひとまとまりの地域で、これを「亜関東

圏」と仮称する。

縄文中期の中葉、「亜関東圏Jは“準大木圏"の様相を呈し地域色豊かな土器群を生起させ

る。それらは新来の大木8a式、既存の阿玉台式との暫し併存の間に、湯坂タイプや諏訪タイ

プなどの“合の子土器"のし、くつかを含む多様な組成をもっている。大木 8a式の惨透力は

「亜関東圏」に隣接する北関東西奥の群馬西南部や茨城南部から千葉北部に及び東関東などの

彼方の地へ達し、それぞれの地のく土器っくり替え〉を促進した。

しかし、各地における影響力の蒙り方は一様ではなく、土地柄を反映した局所的で、個性豊か

な顔つきの土器群を族生させた。そのような大木の伝播当初にあっては、中味は異なっていて

も新来の大木8乱式、既存の阿玉台式や勝坂式が併存し、それらの“合の子土器"の姿をした

地域的な顔つきの土器がセットをなすのである。群馬の山間域に出現した「三原田式J、千葉北
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部を中心に盛行する「中rlTf式」はそうした地域個性が強く表出された土器群であった。大木 8

a式の惨透は地域的な土器群を生起させたが、やがてその影響閤の中で地域相互の交流をひき

起し互恵的な丈様要素の交換が進捗する。関東地方を縁取る北・東関東域に加曽利EI式が成

立してし、く揺監期はそうした新鮮さと活力にみちた時代で、あった。いま、それらの地のいくつ

かの遺跡の土器群に某き、く揺藍期・加首利EI式〉の様相について若干の見解を述べること

にする。

大木 8a式が惨透した関東周縁の地域に族生した上器群にあって、広域的に用いられる顔而

把手のモチーフはそれらの|司時件を跡づ、けると共に、この地域の連帯的な交流を示すものとし

てn:志される。この抱千は眼だけを強調し、 ~J縁内側につく簡略なものが通例であるが、眼鏡

様の限、棒突起で鼻、三角突起で口を表出した外向きの顔(湯坂遺跡 深鉢把子〕もあり一様

でない。それらは人面らしいが、大きな眼だけが強調される特徴をもち、獣l(rIなどの可能性も

ある。第1図lは茨城県鹿島町・鍛冶台遺跡の土填山卜の顔面把手で、大木8a式、阿玉台式

末葉の士器、湯坂タイプの土器と共{干したもの。第 l図 2は宇都宮市・竹下遺跡の士蹟〔後

述〉出土の顔[III担千で、

前者と|司じ組成の土器

群に伴出したものであ

る。 1は、波状口縁の

l頁部につけた板状の把

手で、表側は結節沈線

でハート状の 2区画を

描き中央に貫孔がある。

裏面は顔の表出。横長

のハート形に枠状の貼

紐区画をして顔の輪郭

をあらわし、中央の区

回線が鼻、その両側の

貫孔が眼。人面にもミ

九

一一--

l 鍛冶台遺跡SK71

2 竹下遺跡SK129 

第 1図 中期中葉の顔面把手 0/5)

ミズクにも見える。内向きの顔である。器面全体と隆線上とに縄文を施した阿二天台式末期の土

器。頭部にコの宇沈線が廻る。 2は波状口縁の頂部に突起様に顔面を表出。表側は貼付文が剥

落、その下位に断面~角の隆線による渦文、裏面は枠状に円丈を二つ悦べて眼をあらわす。何

二天台式末期の 1--器。この類の顔1M把手のうち、 2の類例はくilli関東困〉の大木 8a式当初に特

徴的に盛訂する。文様構成の上で特別の意味をもってこの顔面把手を加飾するのであろう。こ



の類の顔面モチーフは阿玉台式には本来なかったもので、大木8a式の惨透と共に出現してい

る。量的には福島中通り地方の石川町・七郎内C遺跡で多く出土しており、奥会津の館岩村・

松戸ケ原遺跡でも報告例があり、いずれも湯坂タイプの土器に付けている。大きく眼だけを表

出した物語牲の文様にどんな共通意志が働いたのか、湯坂タイプの出現と共に北関東から東関

東へ瞬くうちに広まったのは、大木8a式受容の社会的な変革上に不可欠な要素であったから

だろうか。

〈亜関東圏〉に受容された大木8a式は、二つに分岐して関東の周縁地域へ広まる。一つは

南下して東関東へ、他は西へ延びて群馬南半の平野部へ。 S字文や顔面モチーフは新来の大木

流儀のシンボルマークともいえ、その惨透の速さ、広さを端的に示している。それが及んだ地

域の中期土器の変革について発掘資料を基にみることにする。

2. r三原田式」の周辺

「三原田式Jの最も特徴的な土器が愛称カッパ。口頚に廻る透し彫りの様な中空突帯が口吻

を突き出したカッパの顔に似ており、無文の直立した口縁を頭の皿に見たてるとまさにカッパ

で、軽妙な命名である。この突帯は、 S字文や渦巻文を立体的に表出したものだが、口縁把手

でなく、口頭に鍔をつけた様な彫刻的な突帯が一廻りするところが独特である。

三原田遺跡(群馬県赤城村〉の発掘調査は1972.11'"'"'74. 2の聞に実施され、 2.1haの調査区

域から大量の縄文遺構・遺物が発見された。それらは黒浜期から堀の内期に至る住居社341・

ピット約4，000、遺物3，391箱を数えるといい、中でも650個体に及ぶ復元個体(群馬県博〉は、

中期を主体にこの地の華やかな土器の変遷があったことを物語っている。調査者の赤山容造

(現群馬県博〕は以降の整理・研究を通じて記録・遺物を公表し、研究者たちの意見も開きな

がら報告書作成の作業を進め、ユニークな住居社編年観を打ち出した第 1巻(1980.赤山〉、中

期前・中葉の遺物をまとめた第2巻(1990.赤山)を公刊した。これによりカッパ、すなわち

「三原田式」は正式に編年的に位置づけされた。カッパにはそれ以外の土器も伴出している。

縄文土器のワンセットはいくつかの系譜から組成されているのが常である。カッパもまた、そ

れ自体が際立って印象的で主体的な土器であると共に、他の異系土器と共存する。その点では、

カッパは三原田タイプであって、時空を限る一型式二三原田式は組成全体の呼称でなければな

らない、と考える。その意味で、ここでは「三原田式」と表記することにした。その「三原田

式」を周辺の土器との関連も含めてどう理解すればよいのか、若干の私見を述べてみたい。

赤山は前出の報告書で、「三原田式について」としてその概要を述べている。その骨子は、

「三原田式は、焼町土器と勝坂3式の直系の子孫として群馬県中期土器の時間的編年の中に定

位置を占め、群馬県の山間部に近い地域を中心として局地的に展開する。その成立には大木8
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a式の影響に与るところが大きし、」、というものである。編年の中の定位置とは、群馬流呼称の

加曽利EI式の大枠の中で、中峠式など多数型式が醸成されていく時期に当たり、勝坂式文化

期の最終末の姿を示す、という。「三原田式」は住居型式を根拠にして設定されたユニークな土

器群であり、「他の土器型式で置き換えることができない一定の時間幅を占め」る、とされる。

つまり、群馬県山間部寄りの一帯では、加曽利EI式に代わって「三原田式」が存続すること

になる。それは、「中峠式」が東関東域でいくつかのタイプを組成として時間的継続をもつのと

同様に、群馬の北西地域を中心として展開する『型式』なのである。然らば「三原田式」はそ

の時間的継続において新旧の段階変遷を経るはずで、あり、組成内容に変化を生じることが予測

される。これについて、「三原田式」の周辺地域との関連で土器組成の在り方を三原田遺跡をは

じめいくつかの既存資料に基いて分析してみる。

第2図1"-'7は三原田遺跡の発掘資料で、 1"-'5は住居社、 6. 7は土墳の共伴土器。両者

ともカッパを中心とする「三原田式」の組成である。前者は「三原田式と勝坂3式の共伴例」

(前出報告書、以下同じ〕とされるセット。これに焼町土器と大木8a式的な土器が伴ってい

る。 1. 2はカッパ。 1は典型的なカッパで、中空突帯の上半と下半に8単位の円孔を交互配

列し、余白に縦短沈線を刻する。突帯は下膨れで、上半の円文の間に下半の楕円文が入る形と

なるので恰も口吻を突き出した河童の顔に見える。胴部は縄文地文をつけ、複線の弧文を魚鱗

様に描く。この弧文は大木8a式の胴部装飾と類似するもので、カッパの“合の子土器"的な

側面を示すと考える。 3は「大木8a式に近い。しかし、器形と文様構成は三原田式」とされ

る。背割りの結節沈線を伴う S字文連鎖の深鉢で、大木 8a式の惨透当初の北・東関東に広

まった土器である。 S字文連鎖が阿玉台式にではなく、「三原因式」に取り込まれたということ

か。 4は勝坂式的な土器で、「一個体上に勝坂3式と三原田式の特徴が明瞭に共存している」と

いう。胴部文様の上半に弧文を連鎖し、下半に三角区画文の横帯文を配する。弧文はカッパの

胴部文様にも共通する大木的な文様で、三角区画文は勝坂式の代表的な文様。勝坂式に大木的

な要素を加えた折衷的な土器で、ある。 5はカッパと同じ器形で、口縁文様は4単位の渦巻文を

核に楕円文の突帯が廻る「中空飾り」。器形と突帯の特徴から「三原田式」とされる。渦巻文を

4単位に連鎖する土器は、北・東関東地域に大木8a式の継続期を通じて盛行しており、 5も

同じ系譜の土器と思われる。「三原田式」の組成に大木8a式が深く関与していることを示し

ている。他に、「三原田式」とされる破片資料にあるカッパ(本文・土器番号1250)には、横帯

文に 2本の交互刺突沈線が配されており、「中峠式」的な要素が認められる。

これらにより、このセットはカッパに既存の勝坂式や焼町土器がまだ伴う段階に位置づけさ

れ、それが大木8乱式の受容当初であったことが分る。そして、これらは、大木8a式の要素

を取り込んだ地域色の濃い“合の子土器"であった。この組成に「中峠式」はないが、その文

-4一



10cm 

1 ~ 5， 2 ~33住居

6・7，8 ~D' 38~ 2ピット

第 2図 三原田遺跡の中期土器
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様要素のひとつ交互刺突の沈線が見られることは、「三原田式」と「中峠式」とが同時期に存在

し、局地的に存続する前者へ広域的な影響力をもっ後者が係わりをもっていたことを示してい

る。その係わり方は、「中峠式」自体の働きかけというよりは大木8乱式の関与の仕方という大

枠で理解すべきであろう。また、このセットの時期的な位置づけから、「三原田式」の中で、円

文モチーフのカッパが初現的な土器の一つであることも示される。焼町土器あるところにカッ

パはあるが、「中峠式」が広域化する東関東圏にカッパはない。しかし、局地的な「三原田式」

圏に「中峠式」は入り込んでし、く。「三原因式」組成に「中峠式」の一部が取り込まれ、いわば

組成の多様化が進んだ段階をより遅い時期としてとらえた場合、「三原田式」の新旧区分がで

きるのではないか。

次に、周辺地域の土器との関連に注意しながらその区分を試みたい。

第2図-6・7は土墳の共伴資料。二個体とも「三原田式」とされる。 6は、口縁が外反す

る深鉢で、口頭の張り出しがない。口縁に半載竹管の横線文を併列、くびれ部にS字文の中空

突帯を廻らす。胴部は地文をつけ4単位の懸垂文を配する。貫孔のある中空突帯を口頭に廻ら

す点はカッパと同様であるが、 S字文突帯は大木 8a式に由来するものであり、カッパの円文

突帯とは「まったく別物」とされる。大木流儀の深化・定着化した段階で、のモチーフとみて、

大木8a式の新しい時期に位置づ、けたい。口縁の横線文加飾もカッパ以降多出する文様で、口

頭を限る鍔状の隆線をもっ「中峠式」的な土器に特に多用されている。この横線文併列は交互

刺突ないし“コの字"連鎖の加飾を伴う点で「中峠式」との係わりが考えられる。 7はキャリ
たにし

ノfー状深鉢で、口頭上半に文様を集約。「中峠式」のータイプである。貫孔把手と田螺のような

渦巻突起を 4単位に対置し、横線文の中列には交互刺突の沈線を配する。この横線文併列は前

述の「三原田式」流儀の加飾だが、田螺のような突起や交互刺突の沈線は東関東域の文様を取

り入れたもので、やはり“合の子士器"である。

「三原田式」本来の在り方は、勝坂式や焼町土器など、既存土器を主たる組成として局地的に

盛行する。在地的な個性が強い土器として継続したわけで、ある。しかし、「三原田式」の出現も

また、大木8a式の惨透を契機として請来されたため、東関東域の文様要素は取り込まれるこ

とになるし、それが時間経過と共に交流・広域化が進むことにより「中峠式」をも組成に加え

ることになったものと思われる。田螺のような渦巻突起は、茨城南半の加曽利EI式古の後半

段階で普遍化するモチーフで、鹿島町塩釜遺跡や栃木の高根沢町上の原遺跡の土墳からも出土

している。このように見ると、 6の中空突帯は「三原田式」流儀であっても本来的ではないし、

7は「中峠式」的であり、東関東とのより新しい段階での交流によった土器だといえる。この

視点から 6・7を「三原田式」の新段階に当てたいと考える。

「三原田式」の新旧区分を隣接遺跡の出土資料に求めてみる。
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第 3 図 1~4 は富土見村・向吹張遺跡の住居社共伴の土器、 5~8 は渋川市・行幸田山遺跡

の住居社共伴の土器を抜き出したものである。

向吹張資料は焼町土器を含む9個体の他に、大木8a式、阿玉台式などの破片が伴出するよ

うである。 lはカッパ。口頭にS字文を連鎖する中空突帯に 4単位の渦巻文を配する。 2は

「中峠式Jのータイプで、楕円文・渦巻文を隆線と沈線とで彫刻的に表出。隆線の背に刻み目

を施すなど勝坂式的な土器である。 3は半円形の板状把手をもっ深鉢で、阿玉台式の系譜。把

手表面に沈線渦巻を描き、裏面に中空の円文突帯がっしこのタイプの土器は、宇都宮市・御

城田遺跡のSK662で「中峠式」の加飾を取り込んで表出されるなど、大木8a式の惨透当初に

組成化されている。 4は焼町土器。勝坂式と共にカッパ出現の段階まで遺存することが発掘例

で確かめられている。このセットは、カッパに伴う「三原田式」の組成に「中峠式」や焼町土

7 

第3図群馬出土の中期土器 o lOcm 
Uエロエ二二コ

1 ~4 ，向吹張遺跡J8A'B号住居 5~ 8，行幸田山遺跡B区1号住居
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器、阿玉台式が含まれており、総じて古い段階に位置づけされる。「中峠式」が個体として取り

込まれている点は遺跡の個性か地域差か分からないが、「三原田式」当初の段階で「中峠式」と

係わりをもつことは注意される。

行幸田資料は「三原田式」の組成に大木8a式が強く係わりをもち、異系の曽利I式が加わる

セットである。渋川は前出の富士見と共に赤城山麓の周縁地域にあたり、群馬南東の平野部と

接する場所にある。大木8乱式の影響圏としては北関東の西奥で、 “準大木"圏ともいえる栃

木・茨城の北部地域から見れば隔たりのある位置である。 5は「三原田式」で、独特のプロ

ポーションと口頭の「く」字屈折が特徴的。口頭文様は複列の横線文と対置したS字文突起、

胴部に4単位の方形区画文を沈線で描く。器形と横線文は「三原田式」の、 S字文と腕部の沈

線加飾は大木8a式の流犠で、概してく大木化〉が進んだ土器といえる。報告書〔大塚昌彦)

では、この長方形・方形の格子目状沈線文は「渋川周辺地域で大木系の影響をうけたものが独

自の文様として確立した」もの、と見ている。 6と8はくびれ部の上半が外反する深鉢で、

「く」字に張り出す胴上半に渦巻文モチーフの文様帯が廻る。 6は円文を核に複列の連鎖文を

描き、 8はS字状文を連鎖したもので、共に背に縄文をつけた隆線と太い沈線を併列し余白部

に小渦巻を描きこんでいる。大木8a式であるが、隆線の背に縄文をつける阿玉台式来の技法

がみられる。 7は曽利I式とされるフリルつきの貼紐加飾を特徴とする土器。橋状把手を対置、

素文のロ縁に振り紐の突起をつけている。

このセットには、大木8乱式の組成化と曽利系土器が加わっている点で、在地色濃きカッパ

出現期より多様化の傾向が認められる。格子目文など大木流儀の加飾は大木8a式の定着・地

方化が進んだ状況を示すと考えられ、「三原田式」としてはより新しい段階の土器群と見たい。

この土器群には「中峠式」がない。大木8a式の波及当初には多くの場合、「中峠式」乃至その

要素をもっ土器が伴うので、それが後出的な土器であるためか、地域性を示すためか問題があ

るところだが、地域交流が進んで組成が多様化することを思えば、偶々何らかの事情で欠落し

たことも考えられる。加曽利E1式古が地域的に確立される段階では、既存型式の要素を留め

た局地的な個性は消化されてし、く。

この観点から、上記の二つのセットは、向吹張例を当初段階、行幸田例をそれに後続する加

曽利E1式古の前半段階にあてたい、と考える。大木8a式が惨透・定着する過程から見れば、

「三原田式」の成立当初は、カッパを中核とし、既存型式を骨子とする組成に特色があり、大

木8a式はS字文突帯など画一的なタイプの土器が外来的な在り方で伴うようである。しかし、

その後続期には、地域的な土器と大木8a式との融合が進み、地域相互の交流と相まって組成

が多様化されてし、く。大木流儀の土着化であり、次の加曽利EI式古の後半段階に確立される

在地土器群への準備期ともいえる。
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在地土器群一一例えば浄法寺タイプ(栃木県小川町・浄法寺遺跡N-21区-1号土境〉や東

関東の田螺様渦巻突起・渦文と棒状沈線の横帯文をもっタイプ(石岡市・東大橋原遺跡 1次・

3号土境他〉 は、大木8a式の働きかけで成立するが、その母胎は各様であるわけで、そ

の準備期は地域の伝統土器が色濃く影響しているのである。

3. 1中峠式」と地域交流

大木8a式の受容はそれぞれの土地によって差異があり、浸透の度合いや既存型式の組成の

在り方などいわば土地柄を反映した地域個性の強い土器群を生み出した。新型式の成立は、受

容の初頭における個性的な土器の族生を前提に、地域相互の交流に伴い組成が多様化する前半

期、その継承と淘汰とにより在地の型式が確立する後半期、の三段階を通じて行われる。その

地域とは、栃木・茨城の北半を中心とする北関東及び西奥の群馬、茨城南半と千葉北部を主体

とする東関東である。大木 8a式がこれらの地域にもたらされた当初、既存の阿玉台式は終末

段階にあり、組成の中に勝坂式を客体として宿していたが、唐突で浸透力の強い外来型式の受

容により土器づくりの変革が急激に進んだ結果、切り替え時の混乱やこだわり、ためらいなど

を要因として地域色豊かな土器群が生起した。それらは基本的に“合の子"土器であり、既存

の組成に大木色を被せたスタイルをとり大木8a式と共に存続した。これらの“合の子"土器

のうち、とりわけユニークな存在が、北関東から福島南部 (1亜関東圏」と私称〉の「湯坂タイ

プ」、茨城北部の「諏訪タイプ」、東関東の「中峠式」などである。大木色も加味し群馬山間部

の在地個性豊かな“カッパ"を中核とする「三原田式」もまた同期の土器としてあげられる。

このような現象を受け継いで、在地土器群の形成が進む。隣接地域との交流が活性化し、その地

の従前の組成に新しいタイプやモチーフが加えられ、次第に関東流儀の土器として加曽利EI

式が形成されていく。創生のこの時期、各地の土器はそれぞれに多様で個性と清新の気に満ち

ている。

その様相の一側面を、東関東をベースに拡散していった「中峠式」土器群の在り方に見るこ

とができる。この土器群は大木8a式的なもの、阿玉台式的なもの、勝坂式的なものに三大別

し得るが、その中の特徴的なものの分布を見ると、およそ北は宇都宮~水戸を結ぶ線、西は

「三原田式」と共伴して群，馬山間域あたりにまで及んで、いる。大木8a式の影響圏のうち、北

関東を主体に「亜関東圏」はこの時期“準大木闇"といえるほど著しく大木色を強め「中峠

式」式的な土器を含まないことに対し、東関東では「中峠式」を組成に加えた“在地圏"とも

称すべき関東色が色濃くなっていく。ティピカノレな土器の在り方では、亜関東圏では火炎士器

及びその系譜に連る土器が広まるが、東関東では「中峠式」の一群と茨域南部に特徴的な口縁

文様に縦列沈線を充填する土器とが広域・定着化する。このような加曽利EI式が成立してい
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く揺監期の様相をいくつかの遺跡の土器組成を通じて眺めてみたい。

松戸市子和清水只塚の発掘資料は「中峠式」土器群の組成を知る上に好適である。

これらのうち、東関東の地域交流を反映していると思われる一群、 240号性居社のH¥j土器

を抜き同し第4lヌ|に例刀えする。 1. 2・3・5は勝坂式的な土器、 4 . 7・8は阿 k台式的な

1器、 6・9・10は大本8a式的な土器、共に東関東流にデフォルメされた特徴を備えている。

前二者にも、 fJ縁部の主体文様は原型式の特徴を保持するものの、体部文様の沈線丈や地文の

在り方には大木流儀の施丈が表われており“合の子"土器としてとらえるべきであろう。

1 は貫孔担手と円形丈を対置して 4 単位の ~J 縁文様'片?とするもので、|里線で連鎖し余白を二

刻文や縦列沈線で充填する。胴部の地文は縦転しの条列施文で大本流儀だが、底古11を素丈化す

る勝坂流儀を併用している。このタイプの上器は北関東周縁にまで広まっており、高根沢町・

上の原遺跡JD -12 (後述)や 1.三川町・島田遺跡U-18αなどの土境問土の土器軒ーでは、末

期の阿王台式と共伴している。 3は「中峠式」中の代表的な土器。素文のri層、直立する口縁、

胴部の縦転し地文と底部付近の地丈消去などを共通要素とするキャリバー状深鉢で、特徴は貫

r-;;;τ干童夢存写実容空「一八
手ヌ帯主;l!i.らム三和ぷl' )) 

作f~~ とら""."'"''"，;// 
刊以ぷ九

苧~f])

。 lOcm
L司ーーー『司自ーーーーー-'

第4凶 子和清水貝塚・ 240号住居士止の巾期土器(抽出〉
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孔把手と渦文(乃至はアーチ状文〉を対置する 4単位構成の口縁文様。横帯文にコの字連鎖の

沈刻文を多用する。子和清水貝塚では、勝坂式的な土器を伴うセット資料の中に多く存在する

が、三原田遺跡8-D' 38-2 Pではカッパと伴出する他、東関東一帯に広く存在することか

ら、く族生〉段階に成立して以降もしばらくの間存続したものと思われる。 6は背割り隆線のS

字文を連鎖する大木8a式の要素をもっ土器。 S字文は口縁上半に集約されるが、カスガイ様

の隆線の両端が渦巻状なる変形も含めて広く盛行する。隆線の背に縄文をつけることが多く、

阿玉台式との強い結びつきを示している。東関東の伝統的な土器をベースに成立したきわめて

在地色豊かな“合の子"土器といえよう。 8はエラの張った阿玉台式独特のキャリパー状深鉢

で4対応する大波状口縁をもっ。口縁横帯文を縦列沈線で充填する施文が特徴的で、勝坂式を

伴う段階の阿玉台式に発現する在地の装飾文である。北関東では、大田原市・湯坂遺跡T1

V区土墳の土器群(大木8α式古段階〉の中にも存在しており、当初から北関東及び東関東の

全域に広まったことが分る。これらの装飾文は東関東の加曽利EI古の後半期に、在地土器の

主体的な文様として定着する。石岡市・東大橋原遺跡 l次・ 3号土墳の共件資料はその典型で

あるが、北関東の同じ段階の土器群にあっては口縁主文様のクランク文の余白部を充填する常

套的な装飾文として盛行する。

9は背割り隆線のクランク文・渦文を口縁文様にもつ大木流儀の土器。しかし、対置された

板状把手には勝坂式的な加飾が見られる。背割り隆線で表出されるクランク文は、大木8α式

に由来するモチーフが関東在地の代表的な土器として確立し、広域的に息の長い存続を示すこ

とは地域的な特性といえようか。

これらの在り方は、「中峠式」が大木色を被せた数種の土器群によって構成される集合体で

あることと、既存の阿玉台式から関東全域に斉一・均質化を遂げる加曽利EI式新に至る間の

過渡期の土器であることを示している。しかし、 “合の子"土器が群集する在り方から、「中峠

式」は次の新型式を生み出す進化段階の母胎をなしたのではなく、外来土器を享けて既存土器

を切替える過程に生起した多様な土器群の総称と理解しておきたい。前出の 1や 3などのティ

ピカルな土器だけが「中峠式Jなのではなく、それを含む組成全体の呼称なのである。その意

味で進化母胎の型式としての“原加曽利E1"はなく、あくまでも加曽利EI式総体の中で、

その揺藍期の東関東の土器群としてとらえるべきではなかろうか。

北関東、殊に東北南部と関連深い地域として、栃木・茨城のおよそ宇都宮・水戸を結んだ線

の北側と福島南半部とをひとまとまりの地域とし亜関東圏と私称しておく。ここは、縄文中期

に北と南とからの活発な交流が行われ、関東と東北の文化接触の地として変化に富む文化が展

開した。特に中期中・後葉は大木色を強め“準大木圏"の様相を呈する。

しかし、その亜関東圏の南縁は、大木8α式の影響下にありながら「中峠式」との係わりを
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持っており、地域色がよく表われている。具体的には、火炎系土器と「中峠式」とが共存して

いることで、市貝町・添野遺跡34Pや上三川町・島田遺跡土墳などの発掘資料がある。ここで

は、高根沢町・上の原遺跡JD-12の土器群を見てみる。

この資料は、ローム上面からの深さ195cm・底径265cmの袋状士墳から遺物が大量出土したも

ので、底面付近にほぼ完形や大破片20固体分が累積しており共伴と認められる。

これらの中から特徴的な土器を抜き出し例示する〔第5図)0 1・2・4は阿玉台式的な士

器、 5は勝坂式的な土器、 3・6"'-'12は大木8α式的な士器である。この土器群は、大木8a 

式の組成を基本にしているが、先行型式の土器が遺存する点、で、前掲の子和清水貝塚240号住

居祉の土器群と同時期、加曽利EI式古の前半期に位置づけられる。 1は口縁文様に横帯文を

配し、エラ様に張り出した区画線の背に刻線を施すもので阿玉台流儀だが、地文は縦転しの条

列施文で大木流儀。 2は貫孔把手と縦列沈線を配した口縁文様をもっ。横帯文の区画にコの字

沈線が用いられており、「中峠式」との関連が察せられる。北関東の終末期阿玉台式に類例が多

く、上河内村・梨木平遺跡 l次-P.37ではS字文連鎖の大木8a式と伴出している。 5は貫

孔把手と塊状(破損で不詳〉を対置し、円形文と三刻文を主文に余白部を彫線で充填、胴部に

縄文を施す。胴下半を欠損するが、底部は地文を消去したものと思われる。「中峠式」組成の中

の最も特徴的な土器で、前述のように東関東に広まっている。 6は火炎系の土器。 4対応する

鶏頭冠把手、半哉竹管で半肉彫様に器面の上下二段に充填施文するが、祖形には程遠く変形し

ている。大木8a式の組成土器として会津軽由でもたらされたもの。西那須野町・槻沢遺跡P

87土器群では火炎系土器が阿玉台式、会津的な大木8α式と伴出している。大田原市・湯坂

遺跡T1-V区土墳の土器群では、阿玉台式と伴出する大木 8a式の中に火炎系土器は含まれ

ていない。この二つの在り方から、北関東では、火炎系土器は大木8a式がもたらされた当初

にはなく、それに後続する段階で出現するものと理解される。従って、 5の土器が火炎系士器

と伴出するのは、伝播するまでの時間差や5の土器自体の存続の長さなどを考慮しての時間的

なずれを見るべきかも知れない。 9は“浄法寺タイプ"と呼称している土器。口縁文様に半肉

彫的な複弧文を充填、胴部は沈線の懸垂文を配する。中空の把手を対置し口縁・胴部とも 4単

位の文様構成をとる。火炎系士器を祖形とする北関東土着の土器で、加曽利EI式古の後半期

に確立するいわば北関東型の加曽利EI式である。この土器は、次の加曽利EI式新の段階に

継続して盛行し、息の長いタイプである。浄法寺タイプが、この土器群の組成として加わって

いることは出現期の在り方を示す資料として意義深い。 10は背割り隆線のS字文を特徴とする

大木8α式だが、器面に条線地文を施す点で北関東的な土器である。大木流儀の地文では、間

隔をあけて縄文原体を縦転した条列施文が最も特徴的であり、条線地文は阿玉台式末期から多

用されるようになる。勝坂流儀とされる撚糸地文は大木 8b式併行段階になって一般化する。
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このように地文には、地場的、保存的な傾向があるように思われる。

松戸市・子和清水貝塚と高根沢町・上の原遺跡との例示した土器群の係り合いを、次のよう

に要約できる。

北関東を通じて東関東へ大木8a式が惨透した当初、既存型式に大木色を被せた形の地域個

性の強い土器が局地的に生起する。これに後続する時期は、関東スタイルの土器が各地で、成立

してくる。文様の移籍や共用が起り、ティピカルな土器が広域的に普及する。その代表的士器

として第4図1・第5図5・第5図3などがある。これらは当初から出現し、加曽利E1式が

成立してし、く揺藍期を通じて存続したようだ。この時期“亜関東圏"には火炎系士器が広まる

が「中峠式」は入っておらず、東関東圏では在地組成に「中峠式」が累加されるが、火炎系土

器は入ってし、かない。両地域ともに大木8a式の影響下におかれるが、 “亜関東圏"で強く大

木色が表われるのに対し、東関東圏では在地性が濃く、群馬方面までも含めて交流し、土器組

成の多様化が進む。それは大木8α式の継続期で、大木8a式の新しい段階に対比され、やが

て東大橋原遺跡(前述〉の土器群、北関東の浄法寺タイプを主体とする土器群、などの大木色

を抜け出た加曽利EI式古の関東土着の土器が出現するものと考える。

4. r揺藍期」の地域的組成

中期中葉、大木 8a式の惨透により、北・東関東で生起した地域的な「加曽利EI式揺藍期」

の土器群の様相をいくつかの既存資料により比較してみたい。同じステージに上らすため、阿

玉台式を伴出しているセットを選抜した。遺構により量の寡多があって組成を充分に把握でき

ない面もあるが、この地域における加曽利EI式が生成されてし、く時期の在り方を反映してい

るものと理解して、第6図に資料を示し論を進めることにする。

1'"'-' 3は茨城県鹿島町・鍛冶台遺跡の土噴出土の資料。 1は口縁文様に 4単位の横帯文を配

し、背に刻み目をもっ貫孔把手を対置する。区画内は縦位の刻線で充填する。素文の直立する

口唇と、地文を消去した底部付近が特徴的である。勝坂式的な「中峠式jで、一群の中では最

もティピカルな土器。この土器は、「中峠式Jの当初に出現し、加曽利EI式古の前半段階を通

じて広域的に盛行する。鹿島町の地理的位置からみて早い段階でもたらされたと思われる。 2

・3は共伴資料で、 2は貫孔把手と交互刺突による沈線に特徴づけられる「中峠式J0 3の阿玉

台式は隆線背にも縄文を施した終末期の土器で、区画内に縦列沈線を充填する点が東関東流儀

である。この土器を伴出することから、東関東の南縁では、型式交替の当初段階で「中峠式」

を組成にとり入れていることが分る。

4'"'-'6は茨城県桜川村・ド広岡遺跡の土境出土の資料。 4は阿玉台式で、隆線背に縄文を施

し、一部の区画内に縦列沈線を充填するなど終末期の特徴をもっ。 5. 6も阿王台式を母胎に

-14 
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7~9 、子和清水貝塚28号住居牡 10・II、御城田遺跡SK463 12・13、小町田遺跡23号住居社



成立した士器。 5はS字丈を 4単位に配し器面全体に縄文を施すが、口縁部と胴部とで施文方

向を変えている。 S字文は背割り|堅企線で、背に縄文がつけられる。 SJ>:丈は大木8α式を受容

した際に斉一的に普及したらしく、北関東と共に広域的に施文されている。ただ、北関東では

口縁突帯にS字文を連鎖するなど大木8α式本来の土器が宇一流で、背割り沈線に結節を施す阿

二王台式の施丈が混同される程度であるのに比べ、東関東では口唇が外反し、口頭が(く」字様

に張り出す器形の上半青I~vこS字文を集約・連鎖する方式をとっており、阿玉台式との“合の

子"とし寸印象が強い。 6は円縁文様に渦巻文と交互刺突の沈線を配し、余白を斜行沈線で允

填する。交互刺突の沈線文と刻線充填文を併用した点で、「中峠式」の要素をもっ東関東流儀の

し器といえよう。この段階で地域的な土器として組成に加わり、広まったもので北関東付近に

まで及んでいる。

7~9 は千葉県松戸市・子和清水貝塚の住居社山土の資料。指示されている個体識別が可能

な25点のうちから抜き出したものだが、多様な f-器を合んでいて、 II~峠式」の組成をボすワン

セットと思われる。この中には、勝坂式的なもの、阿二正台式及び阿三!ミ台式的なもの、大木 8a 

式的なものが合まれるが、 S字文を連鎖した阿玉台式的な土器が存在し、 5の類例と見られる

ところから、時期的には阿五台式の終末期とィ号えたい。 7・8は特に「中峠式」の代表的な存

在である。 7は貫1L把手を対置した「中峠式」組成のうちで最もティピカノレな土器で、 1と同

じ系譜をなすもの。このタイプの士器が[中峠式J"IJ初から確立され、時間と共に広域化して

いったのであろう。 8はυ唇が外反し、日頚が「く」字様に張り出す深鉢。「中峠式」のうちで

も代表的な器形である。「く」字仁]縁の卜一半部にコの宇状沈線と S字丈を連鎖するもので、阿玉

台式と大木8α式との合の子士器として)ムーまった。宇都宮市・御域田遺跡の19号住居社、市貝

町・添野遺跡の34号士境(後述〉など栃木巾央域でも類例が見られるが、器形は口縁がゆるく

外反する深鉢で、所謂キャリバー状をなすものが目立つ。 9はI'J筒状の把手と縦列沈線を充填

した横帯文、胴部に撚糸丈を施しずこ勝坂式的な士器。もともと勝坂問でない束関東域に、勝坂

式が!r1'峠式」の組成の A部として遺存することは注意される。北関東でも、大木8α式惨透

の当初に阿Ji台式に宿った形や、かなりデフォルメされた形の勝坂式(栃木県小川町・弓輪仲

町遺跡・町発掘 2次・ 3~-性)舌担l資料〉が伴出することがあり、北上するほど量・質とも弱く

はなるものの、阿玉台式終末期の関東在地の組成としてその存作が認められる。従って、「巾峠

式」当初に、このように鮮明な勝坂式的な士器が存在することは組成の上でこれが重視され、

かっ拘束力をもった位置づけがあったことも考えられる。

10・11は宇都宮市・御城田遺跡の 1-噴出上の資料。 7個体のうちの 2点で、条線地文の阿玉

台式、刻み目文をU縁に施した「中峠式」的な土器が伴っている。 10は大木8α式的な土器で、

r-l頚がふくらむ深鉢は、〈亜関東闘〉で受容当初から盛行する器形で伝統的なもの。 S字文、渦

-16-



巻文を連鎖する口縁文様が特徴で、胴部に間隔施文の縄文地文をもつのが通例。この土器は渦

巻文を4単位に連鎖するが、口縁くびれ部に波線を貼付、地文に撚糸文を施す、など関東流儀

の文様が混用されている。 S字文連鎖の文様は大木流儀としては当初から出現するが、東関東

圏に拡散すると S字文の系譜の土器は、各地に類例をふやし渦巻文、楕円横帯文などに変形し

て加曽利EI式古の前半期を通じて存続したらしい。前述の「中峠式」の代表的な土器である

勝坂式的なものや阿玉台式的なものに対して、大木8a式的なものの代表的な土器といえる。

11は勝坂式的な土器。立体的な把手を対置、刻み目を充填した横帯文と胴部の撚糸文が特徴的

で、余白に縦列沈線を充填するなど在地色もみられる。

12・13は前橋市・小町田遺跡の住居社出士の資料で、群馬では加曽利E1式と呼称され、当

方でいう加曽利E1式古に対比される。 12は隆線区画の横帯文の上縁に、交互刺突の沈線を配

し、「中峠式」的な要素がみられる。横帯文に措き込んだ渦巻文の加飾は北関東では浅鉢土器に

類例が多い。 13は勝坂式的な土器。立体的な把手と渦巻文・縦列沈線で充填した横帯文、背に

刻み目をもっ隆線、胴部の撚糸地文など勝坂流儀の文様と、大木的なS字文とが併用されてい

る。大木8a式を受容し、加曽利EI式古の組成が確立した段階で「中峠式」的な要素を取り

込んでいる土器群といえる。

「三原田式」が広まった群馬北西の山間域と南東の平野部とでは「中峠式Jの影響度合に差

違があって、勝坂式ないし勝坂式的な土器との共伴が認められる時期に限って見れば、前者の

地域では「中峠式」的な要素の受容はなく、後者ではそれが認められる、ということではない

か。大木8α式が波及し、既存型式の継続のうちに土器づくりの変化・交替が進む大勢は、群

馬の山間域と平野部とを含めて進捗したとみられるが、「三原田式」が当初組成の中に「中峠

式」的な土器を含まないのに対し、「三原田式」が進出しない平野部ではその段階で「中峠式」

的な土器も受容している。つまり、揺藍期の加曽利E1式土器は、前述してきた東関東一帯ゃ

く亜関東圏〉南縁地帯とほぼ同じ歩調の交流・広域化を遂げていると理解しておきたい。

5. <亜関東圏〉南縁の様相

〈亜関東圏〉の私称は、北関東の、特に栃木・茨城の北半地域と福島の南半地域とが、縄文

時代の関東圏と東北圏の狭間にあって文化交流の上で常に密接な結びつきを示すひとまとまり

の地域、とする認識に基いたものである。この地域は単に文化の波が通り抜けるだけでなく、

双方の波が交錯する過程で在地的な文化を醸成し、特に中期の土器は地域個性をもったく準大

木圏〉とでも称すべき様相を呈している。その南縁をおよそ宇都宮 水戸の線において、茨城

南部・千葉北部が主体の東関東圏と較べると、前述のようにこの地域は既存型式の伝統に根ざ

した在地色が濃い、より関東的な土器づくりが行われている。いま、両圏の接するあたりの宇

ヴ
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第7図栃木出土の中期土器

1 .ハットヤ遺跡土I虞 2.島田遺跡土土庚 3~5 添野遺跡34号土t虞

日 ~8 御域旧遺跡SK247 9.竹下遺跡SK107 10・11.竹下遺跡SK129 

-18-

20cm 



都宮付近で、いくつかの遺跡を取り上げ阿玉台式末期の土器群の様相を眺めると、ここには大

木を基調としながらも東関東圏に関連する土器を組成にもっており、広域的な影響力とその交

流ぶりとが窺われる。これらの係わりに注意しながら、第7図に掲げた土器群についてく亜関

東圏〉南縁の地域性を見てみたい。

1は氏家町・ハットヤ遺跡、 2は上三川町・島田遺跡の単体資料で、共に阿玉台式との伴出

関係は不詳であるが勝坂式的な特徴をもっ土器であり、時期的には阿玉台式末期に位置付けて

よかろう。 1は幅広の素文帯をもち口縁が外反する深鉢で、方体状と三角状の把手を対置し、

くびれ部に貫孔把手を対置する。胴部に渦巻文を主とする沈線加飾をし、胴下部は施文後に器

面を扶って無文化している。 2は円筒状の立体把手と貫孔把手を対置し、口縁文様に背割り隆

線のS字文を4単位に配するもので、隆線の背に刻み目をもっ。胴部に撚糸地文を施し渦巻文

を主とする沈線加飾をし、底部付近は磨消して無文化している。この 2個体は、把手や刻み目

文を伴う加飾、撚糸地文や無文化した底部など、勝坂式の特徴を色濃く保っているが、頚部の

くびれる深鉢器形や渦巻文による沈線加飾などは大木8a式の要素であり、 “合の子"土器の

形態で具現されている。それは主に、勝坂式が阿玉台式末期に取り入れられた時間的な近さが

要因であるが、この段階では、土器組成の中に勝坂式を継いだ土器がなぜ、必要な存在であった

か。

3"-'5は市貝町・添野遺跡の土壌共伴の資料。 8個体のうちの 3点で、終末段階の阿玉台式、

多孔の中空把手と背割り隆線をもっ大木 8a式、条線地文をもっ外来系と思われる土器、など

が組成である。 4対応する扇状口縁をもっ阿玉台式の深鉢は、キャタビラ文加飾がなく、全面

を縄文施文した終末段階の士器で、横帯文の下限を交互刺突の沈線で縁どるなど「中峠式」の

要素を付加している。 3は大木8a式的な土器。 4対応の貫孔把手のうち lつが直立、沈線で

口縁横帯文を表出するが刻線加飾はない。胴部はベタ転しの縄文で、底部に無文部をもっ。合

の子的な土器である。 4は「中峠式」的な土器。直立する口唇に縄文、「く」字様に張り出す口

縁上半に、背割りのアーチ状凸起を 4対応させ、口縁横帯文に 2列の交互刺突沈線を充填する。

胴部はベタ転しの縄文で、底部に無文部をもっ。 5は口縁部がひらく深鉢で、くびれ部から口

唇までの器面に地文がない。 2本の沈線を廻らせて口唇素文帯を区画、口頭に4単位のS字文

を対置する。 S字文は短い弧線でつなぎ、全体として背割りの波線が素文の頚部を一周する。

波線の上側余白の一部に縦列沈線を充填。胴部はベタ転しの縄文で、底部に無文部をもっ。「中

峠式」のうち、 S字文連鎖のタイプだが、縦列沈線の充填は、前出の上の原遺跡第5図10の施

文と同様であり、大木流儀のS字文と在地的な刻線加飾が併用された土器といえる。これら 3

個体は、大木8a式の影響下に成立したセットであるが、東関東の広域的な交流が進む段階の

土器を組成にもっており、 “準大木圏"の北関東とは異り南縁地域の様相が特徴的に表われて



いる。

6~8 は宇都1f市・御城田遺跡の|境共伴の資料。阿七台式を伴山していない。 6 は「中峠

式」中の代表的な卜器。貫孔把手と円形丈を 4単位に対i百し、日縁ii.W帯え;に 3本の交互刺突沈

線を配する。無文の日縁、|く」字屈折の口頭をもっ深鉢、隆線に刻みH加飾があり、勝坂式的

な要素をもっ。胴部は条線地文で、吋地は阿二E台式末期から出現する施文である。 7は4単位

にクランク文を配する深鉢で大木 8a式の新しい段階に様千jする。 8は大木 8a式。 11縁が|向;

線的に外反する深鉢で、 S字!氏のi汀L把手を 1つもち、胴古15は結節沈線による懸市文・肘折文

を施す。地文はベタ縄文だが底部を無文化している。個体としては Ilj¥， 、タイプ。だが、 7との伴

出により、より新しい段階まで存続した士一器と見るべきであろう。

この認識に立てば、〈亜関東圏〉では人一木 8a式の新しい段階でも「中峠式」は伴わなL、が、

その南縁地域で、はそれを取り込んでいることになる。大木 8a式の惨透当初に生起した 11+'lbr

式」よりも時期的に新しくなるわけで、この時期差が東関東問における交流の時間経過を不し

ている。|司じ御城田遺跡のSK217共伴資料9個体では、大本 8a式、終末期阿玉台式、)勝坂式

的な士器とJUこ「中峠式」が組成化されているし、 SK662共伴資料17畑体では、それより一段

階古い湯坂タイプ2個体を合む大木 8a式、終末期阿長台式の土器とJCに、刻み廿丈や3とり刺

突の沈線加飾をもっ勝坂式的な I'(，~があり「巾峠よ」の仲間と H される。これらの在り方から

も「中峠式Jの存続には加曽利EI式古の段階を通じての時間経過が考えられねばならないが、

この川期の土器群に、当初から組成化される勝坂式的な上措の存作意義を見つめる必要があり

そうである。

く亜関東圏〉の既存型式の組成で、勝坂式は外来的な卜器である。ここでは、勝坂式は阿 k

台式に寄/1"するか、大木 8a式と共生するかで、勝坂式木体として出現することは少い。いわ

ば“合の子"土器として組成化される。 11t I峠式」の中の勝坂式的な土器もまた同様の夫われ

ノら会をしたものと考える。 “合の子"的であるが故に卜器の顔つきは 様ではないし、量も多く

はないが、この仲間の卜器は加曽利EI式の揺監期を通じて存続する。勝坂式の余命的な存続

が該期土器群にあって不可欠な凶fとなっているわけで、土器づくりの卜に勝坂式のもつMか

が強烈なインパクトを与えているのであろう。

9 ~10は宇都宮 dj ・竹卜遺跡の土噴出土の資料。 9 は無文の口縁と「く J 字)n~折の円顕をも

っ深鉢。 ~I~J巻文を連鎖し、口縁無文帯を交互刺突沈線で、区|由|、口縁;文様の余白に縦列記t線を允

摂している。阿*fi式、大木8a式が伴11101中峠式」のひとつで、前出のド広岡遺跡例と同類

の卜器。東関東流儀の卜器である。 10・11は I墳共伴の資料。阿玉台式、大本 8a式を組成に

もっている。背に結節沈線を施すS'j:突併をもっ土器や動物担手(前出〕をもっ}器など、く亜

関東閤〉の大木8a式 11，手の組成である。 10は終末的な阿二王台式で、二J足丈をキー文;にする勝坂
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式の要素をもっ土器(図は個体の胴部か〉。湯坂タイプ出現期のワンセットだが、「中峠式」的

な土器が伴出していない。 11も阿玉台式で、隆線上の施文や結節沈線を欠き、ベタ転しの縄文

地文をもつなど終末的な特徴をもっ。口縁文様の波状文はS字文連鎖の文様と同類であろうが

背割りがない。このセットは、同じ宇都宮の前出の御城田遺跡SK662のセットと同時期であ

り、同じ湯坂タイプを伴う大木8a式古手の土器群であるが、「中峠式Jが伴わない点で“準大

木圏"の在り方を示している。

以上の、第7図に掲げたく亜関東圏〉南縁の各土器群から揺藍期・加曽利EI式の様相を次

のように要約できる。

この地域の土器組成は当然ながら“準大木圏"的な在り方を示しているが、東関東圏との係

わりで、大木8a式参透の当初段階から「中峠式」的な土器を取り込んでいる。その要素が定

着するのは、添野遺跡 3~5 や御城田遺跡 6~8 などを指標とする大木 8 a式の後半段階で、

いわば東関東圏で当初段階の土器の交流・広域化が進む時期にあたる。従って、その組成は外

来系、在地系の混在する多様な中味をもつことになる。土器のタイプを「的」の用語で表現し

たのは、それぞれが折衷形態をとる“合の子"土器であるためだが、それは外来土器が在地化

していくプロセスに他ならない。竹下遺跡9に特徴的な縦列沈線の加飾が、以降の北関東一帯

で加曽利EI式のメノレクマール化するのはその好例である。

外来土器として特異な命脈を保つのが、ハットヤ遺跡lや島田遺跡2などの「中峠式」の内

の勝坂式の特徴を強くもつ土器である。個性的な顔つきであるだけに目立つた存在となるが、

量的には少いし、勝坂式の“余命"段階に位置づけされ、その盛行域から見ても遠く外周圏に

あたる。このような在り方で勝坂系譜の土器が、暫くの聞に顕在化することは奇異の感が強い。

竹下遺跡10・11の段階では阿玉台式の寄生的要素として出現し、「中峠式Jに組成化されると

その広域化に伴って継続するわけである。

このように系譜の異る多様な土器が組成化された要因は、大木8a式の惨透であった。大木

8 a式の受容を転機として各地の土器交替が始まった。その時期は、北関東、東関東でほとん

ど一様であったとしても、受容した地域に差違があり、それが様々なタイフoの土器を生み出し

て行った。総じていえば、大木8a式のインパクト抜きでは生起し得ない“合の子"土器群の

出現であり、それらの交流・取り込みの様相を看取できる点で、〈亜関東圏〉南縁は加曽利EI

式の成立への示唆に富むフィールドであるといえまいか。

6.大木圏の『遠交近攻』

中期中葉、大木8乱式の唐突で強盛な浸透により関東周縁地域の型式交替が急速に進展する。

既存の阿玉台式が終嵩を迎える暫しの問、大木8a式はこれと共存し、個性的で在地色の強い
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新たな土器群を各地で生起させた。その新たな土器群は、北関東平野部から東関東にかけては

既存の阿玉台式を、北関東西部の山間域では勝坂式を母胎として大木8a式の要素が客体的に

合成された折衷土器が大勢を占めるが、出現当初の段階でそれぞれの土地に根差した独自の文

様モチーフが併用されることになる。大木8a式の影響下におかれたこれらの地域のうち、土

器組成における互恵的な交流・結びつきの強さからみて二つの地域に大別できる。一つは、福

島南部と結びつく栃木・茨城の北部をひとまとまりの地域として仮称するく亜関東圏〉であり、

一つは茨城南半から千葉北部に及ぶ東関東圏である。

いま、大木8a式との係わり度合いから『遠交近攻」の故事になぞらえるなら、〈亜関東圏〉

は中期中葉から後葉を通じて大木色が卓越するく準大木〉地域であり、当初段階の以降も火炎

系土器の新来やその土着生成による浄法寺タイプなどが継起する「近攻」の地であるのに対し、

東関東圏は当初段階から「中峠式」などに代表される在地色の濃い土器群が族生・展開する関

東縁辺の地域であり、その後も相互交流を強めながら田螺様の渦巻突起や併列沈線で口縁加飾

を行う東関東流儀の土器をっくり出してし、く、いわば「遠交」の地でもある。

関東スタイルを確立し、汎関東的に斉一的な要素をもって出現する加曽利EI式は、大別す

るところの加曽利EI式(新〉であり、大木8b式に対比され、群馬で呼ぶ加曽利E2式であ

る。その前段階、汎関東的な所謂加曽利EI式出現の前提となる土器群=加曽利EI式(古〉

は地域個性に彩られ、互恵的な交流を伴いながら生起展開してきた。群馬で加曽利EIと呼ば

れ、大木8a式に対比されるこの土器群は、細別すれば、当初段階、継続、在地化のおよそ三

つの段階を経て展開していく。その当初段階、いわばく揺藍期〉の加曽利EI式の何と個性豊

かで清新創造の気に溢れていることか。東関東圏がく亜関東圏〉に接する栃木中央域では、当

初段階からその継続期にかけての活発な交流を跡づける各タイプの土器群が随所に見られる。

小縞のまとめに代えて、それらのいくつかを写真で例示し、往時の様相を少し眺めてみたい。

1・2は御城田遺跡SK217の共伴資料。この土墳出土の土器個体には、キャタピラ文がつ

かない終末段階の阿玉台式、隆線の背に刻み目文をもっ貫孔突帯の勝坂式的な土器などが含ま

れており、当初段階に位置づけできる。 1は「く」字状に屈曲する口頭上半部に文様が集約さ

れる。屈曲部に4対応する突起があり、背に刻み目文を施した 2本の隆線でつなぐ。口縁に

沿って「コの字」状の隆線が廻る。器形、文様要素から「中峠式」な土器である。 2は胴長の

深鉢で、口頭上半部に文様が集約され、胴部は間隔をあけた縦転しの縄文を施すが、底部附近

を磨消し素文化している。口縁横帯文は太い沈線で彫刻的に方形区画文と渦巻文とを配列し、

余白部を縦列沈線で充填しているが不規則である。外反する素文の口唇、その直下の交互刺突

文による波線など、「中峠式」的な土器だが、隆線の刻み目文、胴部の地文の在り方など勝坂式

と大木8a式の折衷的な特徴を備えている。
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1 I揺鑑期」の中期土器

1・2.御域間遺跡、 SK. 217 3.鍛冶台遺跡、 SK.30 

4.高尾神遺跡、遺構 5.島回選動、む-18ai二擁

6.添野遺跡、 34号二iっ嬢
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3は鹿島町・鍛治台遺跡SK30 (前山〉の出 [:0Iコの下」状波線、降線の刻み日で入念に加

飾し、端[1なキャリパー器形を呈する、如何にも“ふ場"らしい「中Ilcf式」である。

4は下部宵市・高尾神遺跡の発掘資料。直線的に外反する深鉢に、 4単位の枠状突帯を配し、

その連接部に円孔突帯を配する。|経線に背割り沈線を施し、背の全面lに縄文をつける。嗣部の

縄文は縦転しの間隔施文。「中峠式」的要素をもたない阿玉台式末葉の上器である。伴出上器は

明らかにされていないが、大木8a式との折衷士器であり、当初段階に1¥7:置づけできるとみる。

5はト三川町・島田遺跡U-18a土ザLの出土。円形文を 5中1¥7:iと配し、斜行する降線で連鎖

し、余白部を縦列沈線で充填する。外反する素丈の 11層、その下位を廻る 2本の隆線は交互に

「コの字」状波丈が入れ違うよう配置されている。隆組上の77割り沈線や胴部の間|属施文の縄

丈など、大木流儀の加飾が見られる。勝坂式的な「中11中よ」のひとつで、東関東から北関東へ

かけて広域的に分布する。終末段階の阿_k台よ 2 点が伴山、>IJ初段階に1\7:~づけされることを

示す。

6は111貝町・添野遺跡土壇34から 8伺休の共伴資料(前出〕の巾の lつ。 滑らかなキャリ

パー器形の「く」字状同折の口頭上半に4単位構成の横帯文を配する。半I'J状の弧文と半I'Jを

2つ連鎖Ltこ波文を 1対ずつ対置し、余白部に楕円区画文を描く。区画文の i縁には交互刺突

による波丈、下縁は刻みHをつけた|盗線を廻し、 l中峠式」の安素が具現される。日縁は素文で

はなく今:面に縄文を施し、陸線は背割り沈線、胴部にも底部i刑近の無文部を除き縄文を施す。

阿二巨台式末期の|器をほ胎に諸要素を合体させたもので、東関東流儀が特徴的にうかがわれる

当初段階の|器である。

ここに例示した宇都宵市の御城田遺跡、高尾神遺跡、市只町の添野遺跡、 ト三川町の島川遺

跡はくilli関東圏〉の南縁で東関東圏に接する地域である。これらに見られる当初段階における

l巾峠式」的な要素の表われは、東関東閤の該期土器群の多様化と広域性とを特徴づけるもの

であるが、(亜関東圏〉における「中峠式」的な要素の稀薄さ及び大本要素の継承士着化の傾向

などを見較べるとき、そこに際なった地域主を看取できる。大木 8a式の受容を契機として展

開した土器型式の交替は、北関東に湯坂タイプ、諏訪タイプ、その山奥に「二:原川式戸、東関東

に「中峠式ーに総括される各タイフ。を族生させ、同地的だが豊かな地域個性をもっ土器群が当

初J段階を飾った。その地域差が「揺藍期」加曽利EI式の眼円であった。それは地域集団の保

守性左伝統同執の傾向を暗示するものだが、瞬くうちに広域化が進捗することを見るとき、中

期社会の汎化、斉一化へ向う計大な流れとエネルギーを感ぜざるを待ない。伺d門:の時代から斉

イヒの時代へ、活力にみちたこのような地域紐成を、平板な画一的な組成へと動かし、"汎関東"

化をもたらしたものは何だったのか。土器の世界の不思議さを改めて感じ人るばかりである。
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(掲載した図版の出典は当該遺跡の発掘調査報告書(文末の参考文献)に拠ったロ文中の銘記を省かせて

頂いた。また、文献執筆は頭記の方のみを記したので併せて御了承を得たし、)

おわりに

小稿を草するにあたり、次の方々に御教示を得た。特に、島田遺跡の資料は報告書準備中に

もかかわらず上三川町当局の御配慮を得た。銘記してお礼申上げる。(敬称略〉

秋元陽光上野秀一風間和秀瓦吹堅今平利幸後藤信祐桜岡正信芹沢清八橋本

久雄森下松寿市貝町教委宇都宮市教委鹿島町教委上三川町教委 日本窯業史研究所
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